
■冊子：無線綴じ_B5_見開き2P
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●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
 ●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
 ●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★

「表示」＞「スライドマスター」画面より色つきのガイド線を消してから変換してくださ
い

講師 中島 さち⼦⽒
プロフィール

8月22日（土）
10:00～12:00
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⼈は本来、⾳や⾝体、感覚を通して世界を横断的に捉
え、意味を⾒出してきた存在である。⾳楽もまた、数学
的構造や⾝体性、⽂化的⽂脈と深く結びつきながら成⽴
している。本講演では、⾳楽・数学・STEAM教育の実践
や⼤阪・関⻄万博「いのちの遊び場クラゲ館」での取り
組みを⼿がかりに、「領域横断的に世界をみる」とは何
かを問い直す。さらに、⼦どもも⼤⼈も創造に参加する
学びのあり⽅や、「つくる喜び」を起点とした⾳楽教育
の新たな可能性について考える。（⼀部演奏あり）

中島 さち⼦⽒からのメッセージ

音楽家・数学研究者・STEAM 教育者。
(株 ) steAm 代表取締役、 (一社 ) steAm 
BAND 代表理事、大阪・関西万博テーマ
事業プロデューサー、内閣府 STEM Girls 
Ambassador、東京大学大学院数理科学研
究科特任研究員。国際数学オリンピック
金メダリスト。資生堂クレ・ド・ポーボ
ーテより、STEAM分野 (科学、技術、工
学、芸術、数学) の教育に貢献した女性
を表彰する「Power of Radiance Awards 
2025」を受賞。音楽数学教育と共にアー
ト＆テクノロジーの研究も進める。

現在、学校現場ではカリキュラムオーバーロード
等の問題を解消するために、教科を横断させてカリ
キュラムをマネジメントすることが求められていま
す。しかしながら、それは各教科を単に表面的につ
なぎあわせることで解決するものではありません。
人間が生きるという営みの大元に立ち戻り、人間の
営みやその発展としての学問領域の観点から課題を
とらえなおす必要があるのではないでしょうか。
そこで、本セミナーでは「領域横断的な視点が切

り拓く音楽教育の新たな世界」と題し、音楽以外の
専門領域の方々を講師に迎え、他領域との交流を通
して、人間が生命を持続発展していくという営みか
ら教科横断のあり方について考えていきたいと思い
ます。イノベーションを起こすためには異質な分野
との交流は欠かせません。本セミナーを通して学校
音楽教育にたずさわるわれわれの認識が広がってい
くことを期待しています。どうぞふるってご参加く
ださい。

尾崎 祐司（上越教育大学）
野上 華子（京都教育大学附属桃山中学校）

司会

13:00 身体表現を生かした鑑賞授業デザイン
                           －「音響的身体」からみる子どもの音楽実践の考察を中心に－

塚本 靖則（横浜国立大学附属横浜小学校）

13:30 自ら音楽に関わり、音楽的思考を深める中学校音楽科鑑賞授業の研究
－《交響曲第５番ハ短調》の実践を通して－

大場 拓哉（茨城県鹿嶋市立高松中学校）

14:00 テキストマイニングによる音楽鑑賞文内容分析
 －中学生の自由な記述から見る傾向－

髙橋 千絵（広島市立戸山中学校）

14:30 生徒の連続的な興味を保障する中学校音楽科鑑賞授業の環境構成
 －尺八楽《巣鶴鈴慕》を教材として－

伊是名 愛音（沖縄県石垣市立白保中学校）

第1日目 8月22日（土）
2階 201会議室

硯 阿哉子（大阪市立開平小学校）
松本 康子（大阪市立阪南小学校）

司会

13:00 表現の原理によるわらべうたを基にしたふしづくり
 －しりとりうたの場合－

井上 薫（大阪府岸和田市立東光小学校）

13:30 支援学級における音楽を活用した自立活動
 －小学校２年生の事例から－

島本 政志（大阪府寝屋川市立神田小学校）

14:00 中学校音楽科創作授業における生徒間コミュニケーションの変容の要因
隅田 佳乃（兵庫県西宮市立塩瀬中学校）

14:30 旋律創作の振り返りにおける音楽的思考と非認知能力の分析
酒井 一樹（ドルトン東京学園中等部・高等部）

第1日目 8月22日（土）
2階 202会議室

自由研究1

自由研究2

※セミナーにご参加いただく際には、身の回りにある
「よい音のでるもの」をお持ちください。
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